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第一節緒　　　　　言

　親近生理學の研究に水素イオン濃度測定法の鰹ミ用せらるるに到り人類始め高等動物

に於ては各種生理現象の簡明せられたるもの多し。然れ共家鐙の如き毘愚類に就いて

はf煮『其業績比較的乏しく今後の研究に倹つべきもの多し。昆錨の艘液及び泊化液の如

き生理液の水素イオン濃度は直接生物の生活作用上に重大なる意義を有するものなり。

　毘錨の艘液及び溝化液の水素イオン濃度に關しては既に波多野氏（1）’は家獄兇の

胃液のアルカリNは炭酸力哩の1・3764％溶液及び無フ1蕨酸曹蓮の1．0270％瀞液の等容

穫を加へたるものと略同一一なりと云ひ。Jamson及At］〈ins爾民（4）は鎧の溝化酵

素その他の研究をなし漕化液及血液のPII債を比色的に測定し1fiL液はPH債6．8，溝

化液は9・0乃至9・8（但し後部溝食管は8・4），蛾の冒はd「・2乃至5．8なりと。BishOP

氏（5及6）は蜜蜂幼錨の艦液に就き研究しPH慣6・77乃至6・93の間にして平均

6・83なり而して集の閉ぢられたるものはPH債低し3ζ巣中に購在する幼轟の鰹液の

PH債は高きを示し集（hive）の1伏態により異るを槻。叉腿液を測定容器に入れ水素

を通じて30分乃至60分おきたるものは炭酸瓦斯が逃出しPH慣7・3乃至7・4位に昇

る此の聞に酸の生塵或は血液のaU士oly調は殆ど超らすと、又幼轟の食物が炭水化物

より脂肪に攣る時は血液中に酸を塘しそのためaeidosisを起すものにして特に酸素の

供給不充分なる時に著しく、而して之れ等脂肪の油費量の増加筋肉活動の旺盛、及び

淡酸瓦斯張力の増大より來るaeidosisは幼錨の攣態時に於て組織のautolysisに向
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って適當なる状態を作る、攣態前の成長せる幼鐡鵬液の炎酸瓦斯量は容量率にて25

乃系30％にしてその張力は水銀柱の40－一一50m・m・PH債は6・75乃至6・85にし

て幼鵡が集1τ閉ぢ込められて欝繭して居る蒔は炭酸瓦斯は22－％％（容量…率）IZ

してその張力は50－60m・m（フ∫く銀柱），　PH慣はG・60乃至6・65となる、即ち此

時期には炭酸瓦斯の生産は多くなるが蕾繭なる筋肉活動に依り酸の生産の壇加のため

アルヵり婿臓量の減少を來し從つて炭酸瓦斯の結合する事少く、ためにその張力を増し

その放出量も多くなる．蜥となれば撰酸瓦斯の張力及含量顧成り含容力も少しく鍵り

PH便は元の如くなる、叉氏は色粛なる磯育期の昆錨膿組織の蛋白のautolysisの度

はPH慣によ抄支配され酸度張き時は弱きものよりautolysi＄が完全に行1まると去ふ

Crozier氏（7）はpsychoda及びchironQmusの幼轟の油化管のPH債を測定しeso－

phagusは7・ユ，　Cardiae　chamberは6・2・meseuteroriは7・5，　hindsrutは6・4等を示

せり。八木誠政践（9）は家噛血液の電氣傳導度、滲透齪，等と共にPH慣を湖定し

五齢初期はPH債低く漸次高くなり5乃至6日目頃最高となり螢繭中低下するを認め

眠中及化蝋前acidosisを起すは眞なるが如しと云へり。而し乍ら氏の研究には磯育期

によるPH便の攣化蝕りに大なるが如し。鈴木氏（lo）は桑、猛卵、獄兇の消化液血

液、獄糞、絹綜腺その他の腺のPH便を測定し溝化液にてはPH便8・0乃至9・4位

を血液にては5，6乃釜6．o位を桑葉液にては5．5乃至6．1位を示せり。　Glaser氏

（11）は各種昆癒の護育度の異るものに就き血液のPH恢を測定しMe玉mloplus〔1iffe－

1℃ntialis　（Ct　7・2　JJT　yS－．7・6，　1）eriplauetξしam．ericana　は　7・5　フう至　8・o，　Malaeosoma　am－

erieauuinは6・4乃至7・4，家獄は6・4乃至7・4，逗usca　domest三caは7・2乃至7．6

にして一般に6．4乃至S，oなり而してその攣化を食物の差異に離し爾慧の如く桑のみ

食ふものにてはその遺傳的養異に依ると認め昆鐡の齢や攣態と膿液のPH便との間に

は一定の開係なしと云へり。Bodine及びFinl〈爾氏は（玉2）micrOVesselを用ひ種々

なる昆鐡の膿液の1｝H慣を測定し平均贋にてmelalloplus　diHbrelltialis雄は7．ユ26同

錨雄adultは7．20，同轟雌のadultは7・25，　E　ticoptolophus　S．　ordiclus雌adultは

6．95，1乱pallese　beetle　larvaeのpopillia　japaui肌3齢鐡は「「i　・3011）o士a七〇beetleの

T．el）tillotar＄a　clecemlineata雌adultは6・0なるを示せり。

　Bodiue氏（13）はgrasshOPPerの17種に就き血液、口腔液食物、糞、胃、膓の

PH便を測定し血液にては手均6・8，胃は6・4乃至7・4，膓は6・4乃至72を示せり。

Breeher氏（14）はpie爵Brassicae及びVa’nessa　Urticaeに就きてチロシナーゼの

作用が血液のPH慣と如何なる關係あるかを研究し幼轟、踊は種々なる光に逢はせて

その膿液の状態に起る攣化を観。3ζ鎧液Q分析的研究をなし各種方面より研究せり

PH債は血液の原液に付きMich乳ers氏U字電極及XVinterstein民のmicrovesse1
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にて測定せり、1）ierisβra面caeの幼轟、蝸の血液は6．6（6．50乃至6・77）にして各種

被長の異る光に依つての影響は僅小にして然も一定の差を生ぜす叉1血液を1乃至2時

間室氣に曝し術酸素を通じてメラニンを作らしめて後測定すれば少しく鍵化す（Bre－

cher　氏は墾化著しからすと云ふも氏の表に依ればPH慣O・2内外の攣化を見る）。

水にて稀繹した時は四倍迄は大差なきもそれ以上なれば相當に鞭基性に向って攣化す

綾衝力は哺乳類の血液砥ど大ならす帥ち哺乳類の血液には炭酸瞳がありて綾画力に典

るも昆癒の血液には淡酸盤は少く約千分の一mo1にして綾衝力には主として燐酸晦

が與る故その力乏しきなりと。立岩氏（ユ5）は軟化病と麗の湘化液の鞭基度に就て研

究し健獄の消化液は十倍稀繹にては攣化なく、縄食により一時PH便商まるも長時間

　　　　　　　　i絶食にては再び低下し3ζ畿育による攣化を見るに飽食玖態のものにては四1眠申はPH

債低く9．O乃至9．4位にして餉食後は92乃至9・8となるも五齢四日頃一ll寺低下

す之は五齢盛食期に多獲する軟化病に特別の意義を有すと、術軟化病獄の消化液は健

慧のものよりPH便低く細菌数多し而してその鞭基慶低き程細菌数多し。細菌の繁殖

を許す消化液のPH債の境界は9．o乃至9・4の間にあり、慧の消化液は中胃壁より一

定の鞭基度を以て分泌せらるるも食物によつて影響を蒙り、ために食桑量の多少に依つ

てPH債に鍵化あるも健康獄にては細菌の繁殖を許す以上のPH慣を保ち從つて中腎

内に細菌が繁殖するには特殊の原因により中胃壁より分泌される酒化液が既にPH偵

低きを一要約とすと云はれ潅り、Bocline氏（18）はGrasshoPPerに就いて堕1τ研究

しMelanoPlus　femur　re｝）rumは6・73（6・4乃至6・8）・melahol）lus　dif賢relltialisは

6，68（6．42乃至6．98），Chortophaga　Viridifasciataは6．79（6．43乃至7．03），　Roin

alea　microp士eraは6．73（6．4乃至6．8）にして之等同晶種闘及び異品種闇に和當の差

あるは食物の養によるとし品種閣、齢聞、性間には著しき攣化なしと云ぴ此の昆錨の

血液の綾衝力は血液中の燐酸蜷によるものにして血液の二乃釜凶倍聯雅握にては攣化を

すと郡。醐吸鈴木祇（19）は獺の血液及び靴液の・縢イオン濃度と魍ヒ

病との關係を研究し軟化病翻溝化液のPH便9・5以下の減少は細菌繁殖のtaめにして

軟化病翻膿液のPH慣は健鎧より高く健獄の6・4乃至6・55なるに謝しts．（s乃至（；・9

となる。伺健獄は絶食により血液及胃液のPII債が軟化病獄と同檬に鍵化して行くと

云ひ、軟化病獄は病徴を呈する迄に血液成分の墾化，引いては沿化液のPH慣の減少

並に抗菌物質の減退を生じ之に依って消化管中細菌の繁殖を必要とするものなりと。

尾藤氏（20）は象澱の磯育に伴ふ血液成分の攣化を分析すると同時にそのPII慣を測

定し5齢5日同観及び熟獄のPH慣6，0を最高とし化輔十日同の4・Sを最低とせり

然れ共その差の余りに大なるを見る。蒲生、山口、永井三氏Gl）は獄兇艦液の水素

イオン濃度並に酸中和能力に就き研究し五齢鑑の盟液のPH慣は6・3乃至6・5にし
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て磯育中5齢四日同頃一時低下し酸中和能力の減退するありと云ひ文冷藏、絶食、浸

水、有機酸添食等の障害を與へたるもの及び軟化病獄は健猛に比し酸中和能力少きをe

示し倫此の減退せる酸中和能力の回復には域熟桑は未熱桑より速なりと云へり。

　以上諸先輩の獄兇その他の昆鐙の膿液及び溜化液の水素イオン濃度を測定せる業績

に見るに電氣的に測定せ’るは文献5（BishOP），ユ2（Bodine及びFink），14（Brech－

er），ユ8（Bodine），ユ9（藤井，鈴木爾氏但し泄化液のみ）、あるのみにして他ぼ何れも

比色的に測定せり、元來慧の泄化液の如き濃き着色液は十倍内外の稀繹にては比色的

に測定するは到底正確を期し難く叉｛躍液に於ても輕度なりと難も同様の欲鮎ありて

Bodine氏の如きは比色法を排せり。

　著者は次節に示すが如く総べて電氣的に測定し鍛兇、輔，蛾の鰻液及び湘化液の種

々なる方面よりその水素イオン濃度を測定してその生理的及び病理的の意義を研究せ

り。

第二節材料及び方法　　　　　　　L’

　材料獄は初秋期は昭和二年八月十一日掃立の日一一一〇號×支一〇三號迄用ひ、晩秋

期には九月八日掃立の郡是白X新白を主として用ひ、爾同日掃立のT’化×二化、三元

二化×二化及び九月十一日掃立のシヤム國多化麗を用ひたり。

　艘液の探集には尾角を切噺して試験管に集め雌雄交互に取りて雌雄による差は之を

除くべく努めたり、一個髄の蚤少き故個膿的に測定するを得ざりしは選憾とするも全

隈の傾向を知るには却つて便利なり。漕化液は総べて解剖的に取り膿液を探集せるも

のを直ちに材料とし雌雄の關係は艘液の場合と同様なり。襯撃用、蒸溜水は銀鍍金せ

る蒸溜釜にて苛性カマンガンサンカ1里及びバクタを加へ或は何物をも加へす前後四回

蒸溜したり。蒸溜水の貯藏は銀鍍金せる壷を用ひ硝子器その他に貯藏することにより

て水の攣質することを防ぎ）をり。操作に用ひし硲子蕃は総べて硬質のものを用ひ使用

前クロム硫酸にて煮沸し更に水にて充分洗際し陶蒸汽洗瀞を費ひ硝子器にアルカリ性

及び酸性の反鷹を認めざるものを用ひたり。稀繹は1E確にミクロビペツトを以つて行

ひその稀羅度によ夢PH債に攣化なき十倍稀繹をなせり。（第三節ii蓼照）

　測定材料は稀繹後遼心分離をなし固形物を沈澱せしめて上透液を用ひ光り、艦液の

場合はquinhydrone・eleetrodeを用ふるを便利なりとなせども浩化液と同時に行ふた

め何れも水i素電極を用ひて測定せり。

　水素はmerck製の亜鉛IC化畢用純硫酸のユ：3のものを加へG・S式磯生器にて稜

生せしめ苛性ヵマンガンサン加里、昇釆，苛性曹達液を通過せしめて不純物を除蔚更

に苛性ビロガロールにて混入せる酸素を完全に除きたり。
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P。士。。ti。me，，，及びG。1。，、・1。・）let・・はLeed・…dN・・thrtil）製銚のを用ひ甘薦

極は票。趨化鰻灘て作れるもの翻位る鼎法の・1・il・L・測定の温度臨温は

り差あれば】8度（撮氏）に換算せり、

　水素イオン濃度はS6rensen氏のPII慣を以て示すこととす。

　　　第三節　膿液及び消化液の稀繹による水素イオン濃度の攣化

殆朧ぺての生鎌は纐酢用鮪し飲食物ほる耀或は他種液の混合叉は1呼吸

等による生理的叉は病理的攣化を緩衝し常に一定の水素イオン濃度を保ち生活騰の生

i理的機能を完杢に遽行せしめんとするものなり。

　而して血液或は組織液等最も密接（第一義的）に生理作用に關係あるものは僅の水

素イオン濃度の攣化をも不可とするも溝化液等第二義的に關係あるものは爾桐當の攣

化をも許し得るものなり。

　而して此の綾衝力の弧弱は直接生物隈の健否に關係するものにして之を逆にしては

此等生理液の水素材ン濃戯はその綾働の鰯弓を測定して以て實際上生物腸の！建

否を判断することを得るものなり。

獄児の脚娠び消化の稀瀾砿るPH便の攣化を見るに次の購ものあり・

　A　健鷲の髄・液

　　　晩秋獄　郡是白×新白　5齢7旧日（雌雄同数より探集以下同様）

艘　　　　　　液

原　　　液

10倍　液

20　”

30　”

PH　　　　　　個

6．62

6．62

6、62

6．64

B　病獄（室頭病獄）の膿液

　　晩’秋獄　郡是白×新白　5齢S日目　食桑能力なし

膿 液 PII 偵

31020 倍〃〃

液 6．77

U．77

U．78
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C　健鎧の溝化液（維食ぜざる場合）

　　晩秋獄　郡是由×新白　5齢7日阿

漕　　　化　　　薯夜

s～倍　液

5　”

10　”

コ5　”

1｝lr　　　　　　　　　f量「「

｛　．：a6

9．；｛e，

9．38

9，36

佛考溜踏内容物2晦なと〃燃溜水20蝿な加へ遠心分離1牽上透液2L5蝿な得・之な2｛音液乏

　　　し以下順次稀襟すo

D　健獄の潰化液（40時間繕食後）

　　晩秋獄郡是白×i新白　5齢7日口　　　　　　　　　　　　　　　　　’

消　　化　　液

原　　　液

1　c）倍　液

20　”

30　”

PH　　　　　横

9．91

9，91

9．89

9．85

備考　此の獄児は40時聞の絶食に俵駐1熟獄となり淘化管内にに殆ど食桑片なしo

E　病獄（塞頭病翻）の溝化液

　　晩秋獄　郡是白×新白　5齢8日倒（Bト同一材料）

沿　　化　　液

2倍　液

10　〃

20　”

30　”

PH　　　　　贋

8．63

8．59

8．56

s．55

　以上に依つて騰液及び湘化液の稀羅によるPH慣の攣化を見るに健獄の艦液は20

倍迄は：PH慣に攣化なきも、病獄の罷｝液は10樒迄は鍵化なく20倍にて少しく攣化

せりu是をBrecher氏（14）のPieris　Brassieaeの幼錨、蜥の膿液に就いて測定せ

るに比すれば綾衝力非常に大なるを見る。（Pieris　Brassicaeにては四倍迄攣化なしと
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云ふ）文Bodiue氏（18）がGrasshoPl）erの艘液は二乃至四倍迄攣化なしと云ふに見

ても緩爾力大なり。藤井，鈴木爾氏（】9）の鷲の膿液の研究とはよく一致す。

　叉健獄の消化液は飽食状態の場合はユ5倍迄攣化なく、40時間絶食し熟翻となれる

慧の漕化液は20倍にて少しく攣化せり。是れ立岩慨（15）藤井鈴木Txlll　N（19）の研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e究と一致する所なり。

　然るに塞頭病獄の食桑能力なきものの消化液にては既にユ0倍にて少しく攣化せり．

此黙は從來指摘せられざる所にして注意すべきことなり。

　是に依つて著者は以下の試験に於ては絡べて嚴正なる10倍液にて測定ぜり，、

箪四飾　叢児の磯育による膿液及び溜化液の水素イオンの濃度の攣化

　獄兇の膿液及び消化液はその獄児の飢餓の欣態によりPH慣を異にするものにして

（第六節謬照）特に溝化液に於ては著し。而して欝兇の如き食物食下後之を排泄する迄

の時聞短きものに於てば溝化液の水素イオン濃度の攣化の病理的意義に關しては淘化

液の分泌當時の歌態が溝化’kA；の機能活動力と共に重要なるものなり。

　依つて著者は翻児の食葉中飽食歌態のもの及び或時聞縄食後察腹1伏態のものに就き

その膿液及び溝化液の水素イオン濃度を測定せり。而して後者はむしろ消化管組織の

機能活動力の反映として考察せんとするものなり。

　ム　宗色食せざる場合、

　　　晩秋獄　郡是白×新白　獄児は健全にして無事上藤せり。

猷　　　　　　　齢

4齢盛獄

4眠　　鎧

5齢起慧（未餉食）

5齢1ロ目

　　2日目

　　3日目

　　4日口

　　5日爲

　　6日口

　　7日目

　　S日　臼（熟獄）

蜷　液　の　PH偵

6．42

6。44

6。43

6．37

6．46

6，55

6．59

6．54

6．54

6。G7

蓼墾ゴ　イヒ　｝夜　の　PI1　償

　9．99

　9．57

・’・ @9．s7

　9。66

　9．52

　　9．59

　　9．57

　　9．86

　　9．65

　　9．92

B　24時聞緬食せる場合
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　A　と同一材料

獄　　　齢’

5齢1日目

　　2日目

　　31」目

　　4u日
　　5日目

、　（；日日

　　7口目

瞭液のPH債
6．44

’6．35

6．50

6．63

6，71

6、63

6，6L）

消化液のPH傲

10．32

10．21

10．15

10．31

10、29

10．26

1Q．06

C　絶食せざる場合

　初秋翻　日一一〇號×支一〇三脱

獄作不良にして四齢末期より察頭病獄を出し7f齢七日目発滅せり。

工）　10il寺聞絶食ぜる場合

　　Cと同一材料

螺　　　 ．齢

　　5齢起雪訟（未餉食）

　　5齢1日目

　　　2日目

　　　30目
　　　4ロ目1

艘液のPH償

6．48

6，42

6．46

6．152

6．61

泡化液のPH伐

10．06

10．08

10．07

10．04

10．16
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’

51．l　kl

6日日

6，73

（；．74

9．85

9．｛｝7

t・一一一 h痢鍛な混す

一・ ｺ痢獄た・混す

翌　」二族後獲蛾迄の膿液のPH債

　　晩秋慧，

瀬　　　齢
　　　　　　1
郡是白×新白　｝青熟×漸江　　支四x　iE白　　1，1　一〇七×支一〇ニ

　　　　　　1

熟　　　3x

瞥繭　11t

醤繭　中

吐鯨絡了
イヒ　　些覇　　i；1

化　亜前21」　目

　　　3日｝、1

　　　4t』1ゴ

　　　5日圓

　　　6口日

6．67

伺と

‘i“48

側と

敏

峡

醐1　　　6．，19
　　」
6、60

6，59

映

1｝．65

6．53

t；，6L）

｛｝．62

G，62

峡

｛s．6，0，

6，55

6．｛S2

鉄

缶1と

6．行9

o．5s

6．肘

liye

6．e｝3

6．5壬

6．61．

6．65

映

缶た

映

（；．5L

6、58

t｝．，53

垂央

t；．c；J

6．53

6．62

71．1日 6．61 6．65 欠 ll．59

8H目 映 敏 6．66 映

9日｝司 6．67 6．68 俵 6」；5「

10E臼目 映 餓 6．65 映

ユ1H蔚 6．65 6．63 6．62 6．62

121斗目 6．70 9．65 6．G3 6．65

13El目 6．68 0．69 6．61

140目
・側と 6．69 峡 6．72

151：1目 銑 6ノう6 6．66 映

16日目』 峡 （蛾）　　6．67 （蛾）　6．66 6．63

17日目 （蛾）　　6．64

備考化蛾朗2日目3日目の僅液1服懐高きは理由あリ・部ち輔は化蛾に當リ新皮と蕎皮の間に

　　蟷基性の脱皮液栖分泌す．署者に艦液探集に際し此の期は是な考慮tfざV』し故その混含の

　　す二め騰液のPII慨昇れリ。然れども化蛾前日のものは蛎の外皮愚人爲的に除｛ぎて脱皮矛f姪

　　腕脂綿にて除去し艦液な操集砿り即ち化蛾前口の艦液PH儂が眞個なりo

　上紀膿液のPH偵を見るに判封貸盛鑓はPII偵低く・り［1乏中少しく昇り5齢起顕は再び

低下し5齢1日同頃最低となり後漸次昇り5齢幻三口三リ！z，至51：1閥頃纂一…爽のゴ1走商とな
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り後少しく低下し熟獄となりて生涯の最高となる憐繭中は低下するも化輔後は再び上

昇し化蛎5日団頃一時攣異あるも之蝕りに一時的にして測定上の誤差なるにあらざる

か、後次第に上昇し化蛾に及びて最高1く熟獄と同程度）となる、健獄に於てはPH偵

最低と激ふも‘1・35附近にして最高と諏ふも6・67内外にして6・7に達せ威、

　両五齢中のPH慣の礎化は24時間絶食せる獄兇に就きて見れば一居顯著にして此

の際勝に5齢5日目獄の絶食せるものにPH偵高くなるは注意すべきことなり。

　又獄作不良にして途中に於て死滅せるが如き獄にては一般に膿液のPLr慣高く五齢

後期に於て急激に上昇して死滅すc，

　此の生理的意義に就いて考ふるに獄兇に於ては生活騰内に於ける　芝Lu士olysis及び腸

液のPH慣の關係はBishoP氏（5及び6）が蜜蜂の櫻繭吐縣時に於けるII∫こ態より誘

導してその生理的意義を論じたるものとは余程異るか如く見ゆ。即ち氏に依れば蜜蜂

幼巌に於ては組織蚤白質の分解生塵物による酸の生隣、血液中炭酸瓦斯張力の蠣大、

脂肪の消費量の増加により皿L液中のPH偵は低下し　（水素イオン濃度商まり）從っ

て酸毒症Acidos三sを起し組織の自家融解autolysisを誘磯進展せしめ昆錨の墾態を

単めると云ふも懲兇に於ては生艘内に於けるautolytiis或はSymthesisによる蛋白質

の分解結果産物は艘液巾の1）Hl費を高め攣態時は常にPH慣の高きを観る。之牛塚氏

（2）の象獄の螢養に關する研多とに於て五齢末期には食下桑中の荻分よりも排泄物中

の次分甚だしく多く獄兇は五齢後牛に於て組織の分解或は合成をなしその聞艦域分の

移樽により過剰の燐及び加里、啓達の如きアルカリを多量に艘外に排泄するものなり

との事實より明にして平塚博士の研究には血液内に於ける友分の機樽に關し記載なき

も之を考ふるに當然組織の分解合域の結果艘外に排泄せらるべき之等アルカリは艘液

を維由して排泄せらるべく四眠期又は五齢末期の髄液の水素イオン濃度を低下せしむ

る（PH債を高む♪は當然のことなり。

　鍛時間の絶食により此の歌態を顯著にするは更に考へ易きことなり。

　尚上猴後螢繭中膿液のPH偵低下するはBishoP氏（5）が蜜蜂に就いて論ぜる

如く髄液中炭酸瓦斯張力の増加，淡酸瓦斯産生壁の増加，繭騰による炭酸瓦斯鑛散量

の減少に齢するを得べく、上族後生活膿組織璽を測定して兇るに螢繭中及び婦の初期

はその墾化極めて少きを見れば螢繭中及び蝸の初期は髄組織の分解移檸は5齢中或は

」二族當時より非常に少きを思はしめ從つて上族2日目頃より蠕の前期迄は艘液rl漕にア

ルカリの遊離せらるること少きものと解すべし。（生澱澄組織重は附騰調査i劉1の

　化蜥5日目頃PH慣一時｛坂下するを測定上の誤差ならすとせば小湊氏（16）の研炎

にて化輔五日同頃蕾組織の融解行はれ以後新組織の合域起ると訟ふ所論と符合する斯

なり然れ共艘液のPII慣は生成ぜられたるアミノ酸に左宥せられすと云ふ」3isho1）氏
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（6）の所論あれば此の鮎は尚研究を要すべし。後次第にPH慣高まりて化蛾するにi至

る頃最高となるのは五齢中の攣化と同様に螂すべし。

　是を見るに著者の測定結果は1）H慣の霊異にて八木氏（9）尾藤氏（20）の結果の

如き大なる差なく3ζ蒲生氏等（22）の如く五齢四日目頃一1博PH便の低下する如きは

飽食獄に於ても絶食箪に於ても全然認むるを得す3く五齢前期と後期との差異は蒲生氏

鐸のものに比し更に大なり。之を思ふに氏等の研究は比色法に依りたりと云へば渕定

法上の差異なるか。

　術之等罷液の工）H慣の攣化の關係は川瀬氏（nゆ）の呼吸に關する研究と符合せるも

の多きを認む。

　次に湘化液の水素イオン濃度に就いて見嶺こ溜化液は分泌胃液と食物との混合物な

れば場含により種女に攣化す。飽食穂にて見る時は四齢盛雛はPH儂高く艮し1眠中は低

下し起獄1τて再び上昇するも以後食桑するに從ひて低下し特に食下量多き五齢三日国

乃棄五日閏はPH便低下し老熟するに及びて再び上昇す、之立岩氏（ユのの五齢四H

臼のみ低下するとの設に劉して一致ぜぎる所なるも氏の消化液は食下せられたる桑に

よりPH慣を低下せらるとの設とは一致す。而して油化液のPH慣は立岩氏の示せる

ものよりも常に高くして9．5以下となることなし。之も測建法上の警異なるべし。

　2剰嗣潤絶食せるものに就きて見るに常にPH慣10以一1二にして熟獄に於て少しく低

下す、之油化管機能の活動力を反映するものにして獄兇の磯育の朕態を考ふる時はll三

に當然なり。而してヱ£齢搬育中特にPH狸1の低下するが如き時期を認めす：。之に依つ

ても健獄の油化液の1）H儂は食下桑により左右せらるるを窺ふに充分なり。，

　獄作不良にして途中に於て軟化病にて死滅せるが如き場合に於ては膿液のPH慣高

くして生活機能は攣調を示し溜化管組織の活動は漸次に衰へその淘化機能に支障を來

すは當然にしてPII偵の測定に於ても之をi澄明するを得べし。而して如斯漕化液の

PH慣の漸降は或程度に達すれば淘化管内に細菌の繁殖を許しその生濫物は既に摘遼

膿液のPI「便をより以上に上昇せしめ生活作用の中止從つて死の幅機へと導くものな

り。尤も軟化病の末期は敗血症により死すること多きを見る。

弗五節　健獄と軟化病獄及び不1建康瀬の腸液及び消化液の水素イオン濃1尭の

　　　　差異

靴欄の鎌及び酒化液の水素イ『 Iン澱観るに次の女Ilq靴病灘して勘
らるるものは艦液の1’H偵需なに高く澗ヒ液にては軟化ジ1鞭期のものは1耀とブ磁継

も病勢進めるものは常に低し。

A　晩秋獄　郡麸白×新白　五齢フ’｛日図
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同一一組の獄児より健獄及び麟讃を取賊り・　　　　　　　　，

羽’ 料 騰 液 の PH　儂 濡化液のPII偵
　㎝｝一

@　健

@　病

@　病

　［㎜曲一

|12

6．60

U．70

U．88

9．45

O49

X．09

備考　健鷲の溜化管に食桑片1こて充つ

　　病1に下痢な始めt：ろ秘期のもの

　　病2は下痢し嚢弱し言肯化液混濁す

乃　晩秋鑓　郷是白×i新白　五齢八日同

材』　　料 鯉　液　の　PH償 溝化液のPII慨

健　　　　酸

a　　　　獄

6．δ9

U．77

鋏8．59

　備考　痢鍛は衰弱し沿化液混濁す

　是に依つて見るに膿液のPH慣には判然たる順序あるも消化液に於ては軟化病初期

のものは健獄の飽食せるものに比してPH慣低からす但し病1のものは消化管内桑の

蚤は少し、是に徴しても軟化病が軍に消化液のPH債のみに關せす消化管組織の活動

歌態と至大の關係あるを知る。而して之等の黙は立岩氏（15）藤井、鈴木爾氏（ユ9）

の研究結果と一致せるを見る。

　次に病獄にはあらざるも飼育中或障害を奥へたる鑑の膿液の綾衝力を測定し健獄と

比較したるに次の如きものあり。此の場合爾者を磯育日数より数へて同時刻に探1爪せ

りと雌も障害獄は健獄に比し常に磯育後るるを以て嚴正なる意味に於て磯育程度等し

からぎるも止むを得ざる所なり。

　A　晩秋獄　郡是白×i新白　5齢8日目

稀　　　　　繰　　　　　度 健獄髄液 障害i蔽盟液

膿液1蛎＋水　　　　　　　　　　9蛎 6．62 6．63

同　　　　　　　十　　脳1／4000　NaOH　（1｝H．　8．51）　9　蛎 6．67 6．71

同　　　＋R／3000NaOH（PH．9、17）g蝿 6．69 6．75

同　　＋N／2000NaoH（PII。9．89）9立唱 6．76 6．s1

同　　　　十N／1000NaOH（PH，10．54）9頭1 6．89 6．95
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備考障筈獄に五齢二日目室内二日間の絶食ななす。

13．晩秋獄シヤム國多化糠5齢7日目

稀　　　　　繹　　　　　度

彊液コ蝿十水　　　　　　　　　　　9蝿

〃　　　十N／4000NaOII（1）H．8。51）9妬

〃　　　十N／3000NaOH（PH．9．17）9蠕

〃　　　　　　十　N／2000　NaO工1　（P｝T．9．89）　9立毛

”　　　　一トN／10：0NaO｝T（］：｝王1ユ0．54）9）7．｛三

健　獄骨豊液

　　　　　　6、58

　　　　　　6．59

　　　　　　6．｛；O

I　　　　　　　6．69

　　　　　　6．77

障轡獄丑豊液

6．48

1｝。53

t］．r，7

6。G2

6，S1

　備考障磐獄は五齢餉食な二郎罰復らしめ蜜内に放羅ぜリ。

　帥ち絶食障害獄の礎育が健鷲の磯育と一致せざるため比較に困難なるも何れも障害

鷲の膿液はアルカリ中和能力の減退せるを見る。是蒲生氏等（2：りの酸1二PJI：・ll能力の場

合と同様なる傾向あるものなり，，

　　　第六節飢餓による艘液及び鴻化液のフk素イオン濃度の攣化

　獄児は絶食飢餓に頻しては自騰を分解鴻費して生活するものにしてその程度にょり

ては食桑せしむれば快復し得るものなり。此の飢餓の場含騰組織の分解消費の後剰過

物質は膿液を維て排泄せんとするものにして從つて禮液の域分に攣化を來すは當然に

して体液のPH個に於ても礎化あり3く鴻化液も食桑なき故i攣化あり、一日内外の絶食

の場合膿液及び潤化液のPH慣の攣化は第四節に示せるが如し。

　A．1期齢盛獄晩秋叢郡是白×新白

獄　　　　　　　　　見

絶食40時聞後就眠tます

劃照慧（催眠期）

絶食40時閻後就眠翻

i射照獄（4眠獄）

曲液の穿PH偵

6．63

6．，52

6．64

5．55

湖化液のP正1値

10．23

］0．09

10．04

9．67

B、7£齢三日口鶯初秋獄　Fl　一・－0×支一〇三

絶　　食　　暗　　間
、）　　　　　　　　　　　　1

　　撚のP昭腫徹のP珊髪

絶食ぜす

ヨo時間絶食

G．55

6．e，2

9．49

1（）．Oil
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30”

5正”■

6．57

6．72

10，05

9．96

備考　54時間絶食し40％死亡ぜり。健全と見へるものに就蚕測定ぜリ。

C．五齢四El目鎧初秋獄　日一一〇×支一〇三

絶　　　食　　　時　　　開w

絶食dす
10時間繕食
32　H酔　閻　糸琶　食

畳豊液のPH債

6．59

6．61

6。67

消化液のPH便

9．05

10．14

9．73

備考32時聞継食後75　％死亡．f碓全と見へるものi：就き測定す。BI旺c匿嗣醗も五齢七［国

　　　全滅ぜるものにて不健1艇なリo

　是に依って槻るに五齢羅の髄液は絶食により膿組織の分解進むに從ひPII債を高く

す之組織のAutolysisの結果アルカリ類が分離せられ膿液を経てマルUギ氏管より緋

泄せられんとする道程にあるものと考へ得べし。此の事實は藤井氏等（ユ9）の研究と

一致す。又四齢盛鷲を絶食し無理に就1民せしめんとする際にも同様なる膿域分の分解

機韓を起すものと解さる。

　術此の黙にはWaeker氏（24）が筋肉はglycoge11の歓乏せ・る時は死後硬直に際し

てアルカリ性となるとの報告を滲考とするを得べし。

　次に湘化液のPII債を見るに立居氏（1の藏井氏等（19）の研究とよく一致するを

兇る。而して浴化液のPH儂の高低の時1旧的關係は獄の強躬と至大の關係ありて蓑溺

せる獄にては溝化管の活動力の衰へるも皐く從つてPII慣の低下に向ふ特聞早し。術

して著膏の場合より見るに夏秋期繕食後尚po時間にしてPH慣の低下ぜざるあり。

粥七節性に依る髄液及び湘化液の水素イオン濃度の難異

　　　瀬免の雌雄に依り騰液成分1こ叢あるは井上博士等（％）尾藤氏（20）等の明にせら

　　れたる所なるもその水素イオン濃度に就きては未だ示されたるものなし。署脅は個罷

　　的にPH偵を測定するの設備を歌きたるため止むを得す雌雄の酒羊に付き測定せり。

　　　A・錨児淘化液の雌雄の叢異、

’m

@　　　晩秋羅、飽食状態、
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品　　　　　種 獄　　　　齢 雄 雌

郡是白×新　　白 5齢2日日 9．64

ロー〇七×支一〇二 5齢6日目 9．69

埼白×支四×國富 〃 9．57

青　　熟×漸r江 〃 9．75

支　　四×正　　白 〃 9．59

⑳

9．61

9，　，s7

9．53

9．88

9，49

B・獄児膿液の雌雄の養異

　1距秋欝1　（ムと同一1オ＊斗）

品　　　　種 獄　　　　齢 雄 雌

郡是自×新　　白 5齢2日ロ 6．47 6．52

日一〇七×支一〇二 5齢6日rl 6．72 6．68

埼白x支四×國窟 〃 6．64 G．c・垂

膏　　熟×断　　江 〃 6．64 6．62

〃
6．62 G．62

C・踊艦液の雌雄の差異晩秋鷲

　品　　　　種

日一〇七’×支一〇二

　同　　　　上

支　　四×疋　　白

　同　　　　上

郡是由×新　　白

埼白×支四×國窩

同　　　　上

同　　　　上

膏　熟x漸　江

同　　　　上

蝋　　　齢

イヒ蜥δ日周

化蠣61，1臼

　同

　同
イヒ　虫甫　6　日　　「1

　同

　同
イヒ　虫雨　7　r1　　「1

化蝉6nロ
イヒ　雌涌　7　口’　目

齢 雄 雌

日周 6．51 6．62

「1臼 6．G」 6．o’1

6．57 6．62

6．64 6．61

日　rl 6．61 8．G3

6｛｝7 6，｛31

6．63 G．02

lll「1 6．67 G．66

n口 6．63 6．〔；3

ロ’目 G66 6．64

　鹿P’ち時期により多少の蓬ありと雌も一建の傾向なし。之130dille氏（18）のGraβs．

hol）Pevに於けると同様の結果なり。
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　　第八節品種による艘液及びiB化液のフ煉イオン濃度の差異

　翻の獲育時期，健否・食物の揚取状態により膿液及び溝化液の水素イオン濃度に霞

あり依つて温種的盤異を知るには之等の條件を一定にするの要あり，著著は大腸次の

如くして測定せり（但し蜥蛾は第四節より抜粋）

　A．五齢起獄晩秋翻餉食前絶食せす

品　　　　　　種

ll－〇七×支一〇ご

埼　白x支四×國寓

青　　熟　x漸　　江

支 四×正　lll
郡是白　×　新　　白

膿液のPH慣

6．37

6，37

6，39

6．38

6。42

溝化液の1）1・1慣

9、83

10．ler

10。04

9．83

9．87

B　五齢六日日　晩秋鷲　編食せず

品　　　　　　種

ロー〇七×丈一〇二

埼　白×支四X國富

膏　　熟　×瀬　　江

支　　　四　　×　　正　　　護1

郡琵白　x新　 白

盟液のPH偵

6．・70

6．6農

6。63

6．62

6．54

浩　イヒ　孚夜　の　P正1｛黄

9．7S

9、55

9．81

9．55

曽9．86

C・化蛸前’、化蜥11日日、蛾の膿液PH偵

晶　　　　種

日一〇七×支一〇ご

埼白×支四X國窟

膏　　熟×漸　　江

支　　四×正　　白

郡是白xi新　　白

イヒ　　虫面　　fiij　　臓

6，51

6．54

6．49

6．58

6．49

化蜥ユ1日口

6．62

G．66

6，63

6．62

665

蛾

6．64

6．60

6．67

6．66

　即ち獲育の！1寺期により晶種開に多少の藁ありと難も一つヒの傾向なく，此の範團に於

ては品種的差異を認めすp是130diUe氏（18）のGrasshOl）Perにて指摘せると一一Etす。
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　　　勒節職徽び靴液朔発翻麺螺イオン濃度曜化及び継1の鋤鰍態

生繍化翻に於て継1の繁殖を許すに齢化液のP1珊と禰化物の排泄の澱

に關係するものにして灘卿1彗化液のPH慨緬ZLiの繁殖に關しては既に立瓢（15）

及び藤井氏等（19）の研究ありて明、なり。

瀦はエ・鰍羅の月骸及び消イヒ灘塞鱒に放置してそのP1｛償醐化並に細菌

繁殖の1雌齢したり。放齢8・QF【鱗の軸なり諦噛数は直イ‘1至゜・・｛）ミ帳さ5

ミリの白金線に附着せるものを寒天扁『二培養をなし聚落数に依りて建む。

　A．　五齢三日国獄，絶食せす　初秋ft－s．

　　　日一一〇x支一〇三（五齢七日円死滅せるが如き不健康獄なり）

li！∫　　化　　　液 畳豊　　　　　　液

放置時問
PII　　個 融　菌　敷 PH　　　偵 糸髄1菌　敷

直　　　後

T時　間

P0　”

Q4　”

R2　”

9．49

X29

X．22

V．36層

V．67

　欠

@欠

@欠
T000

@欠

6．54

U．61

U．65

U．45

T．80

　欠

@欠

@欠

､51口

@欠

13．孟齢三日目　10時闇絶食　Aと同一一材料

力文　i芒LZ　時　間

蹴　　　後

17　　113…　隅」

2・主　”

41、　”

tlS　”

66　”

72　”

96　”

U4　〃

沿　イヒ　液　1　墨．．．竺＿＿
1・1壬　偵　1系田菌数　lPH　　慣　1系1皿荊撒

10．05

9，6δ

9．52

9，43

9．1；5

9．30

9．09

s．｛　6

8，8S

欠

0

2

　3

ユ5

69

625

QO

欠

｛｝．61

6．61

5．41．

5．8：｝

6．56

7．SO

　欠

　久

　久

　欠

567

］7s‘1

2u〔，o

co

欠

欠

欠

久

C．　ヱ疏蛉匹llヨロ　系色食せ・すこ　Aと1司一・4オ牙斗
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溶　　　　化 液 艘 液

放置暗問
PH　　　個　　　　【「 1細衛数

・II個1田買酌一　　　　…－n一油

細　箇　数
1「 一

直　　　後 9．05 10 659 0

8暗…間
6．71 87 6．71 3

24　” 7．53 oo 6．70 1110

31　” 7．66 oo 5．72 ◎Q

48　” 8．01 欠 6．5姥 欠

ユ）．五齢四口閏　10時間絶食、Aと同一材料

漕　　　　化 液 盟 液

放置時間 P・・　個1 系田　菟　敬 1）正1　　偵 細　菌　数
「

直　　後 ヱ0．箔 1 6．61 0　．

16時間 9．75 2 6．73 8

24　” 9．60 2 6．75 6．

42　” 9．35 51 6．82 239

48　” 9．｛｝7 269 6．44 oo

72　” 8．79 OQ 6．73 欠

工2｛1　” ＆98 久 ’　　欠 欠

　是に依つて見るに臓液は直ちに細菌の繁殖を許しPH便の昇降は全く細菌禦殖の状

態により左右さるるを見る、、溝化液に於ては一建の時闇自PちPH偵が9．4附近に低下

する迄は細菌の繁殖なくPH便9・4附近迄降りたる後は急激に細菌の繁頒を見る、，立

居氏は消化液に細萬の繁殖し得る境界を9・O乃璽9・4とせられPcるも著者の場合も岩

一激するを見る。尚一般細菌はPH僕9・4を境界とするもの多きを見れば上記の結果

は當然なり。

次に艘液を探取したる後室氣中に放置してメラ＝ンを域生したる後測定せるに4（の

如きものあり。

　E．膿液探取後放置後のPH儂の攣化

　　晩秋慰シヤム國多化獄五齢八日国

髄　　　　　液 ・HI　　慣

探取直後測定

Q時問後測定

6．53

U．53
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備考　2時間後測定の盟液は操1匡後硬質試瞼皆にて21°C2時間放iKし振搬包す．媛十倍稀繹測

　　定・ごリメラニンの成生多しo　　・　　　　　　　　　　　　　　　・

13r・cher氏（14）はPi・ris　Bi’assieaeのncl液tこてメラ＝ンノ姓後PH偵の劉ヒせる

を報ぜるも著者の場合には攣化せざるを認む、但し前記の如く稀糧後5時闘放置のも

のは攣化せり。

　　　第十節総　　　括

　以上著者は翻児の種女なる場合に於ける膿液及び消化液の水素イオン濃度を十倍稀

繹液にてLueds＆［NTorthru1）製IL’otentioineterを以て測定しその生理的及び病理的

の意義を研究せり。之を総括すれば次の如し。

　ユ・獄兇の膿液及び溝化液は蒸溜水を以て十倍に稀繹したる場合その水素イオγ濃

度を墾化せす、但し相當に病勢進める軟化病鑓の満化液は既に十倍稀羅によりて攣化

す。

　2・艘液及び油化液は澱の獲育に從ひその水索イz”ン濃度を墾化す。罷液の攣化を

見るに四齢盛獄はPH儂低く四眠中は少しく昇り、五齢起罐は樽び低下し食桑一1三1日

は最も低下し後漸次上昇して五齢囚日ド1蕉日目は急に上昇し上猴前僅に低下するも黙

蛋雷に於て最高となり螢繭中は少しく低下し化蜥後思び高く化蛾に臨みては即ち婦の末

期及び蛾は殆ど熟麗と同程度となり生涯の最高となる、之を見るに膿液のPII偵ぱ生i三

活騰組織のautt）1ysis及び1　Ylll士hesisの盛なる時に高し、之繍織の三、uto↓ysis及びSy・

mtliesisにより過剰物として分離されたる燐、加鳳曹遮類が艘液をllLtて艘外に排泄せ

らるLために起る現銀にして從つて膿液PH偵は高められ組織の生活に適するPI【偵

の最高限度に近づくに至る（特に馴齢四日閏ノう翌五n閏頃）故に此の期に艦液に他物

を混入するか或は外界の障害により組織のauto’1）i’sLsをより以上に促し艘液のPH慣

をその生活限度以上に高む瑠’Lば懲は生理的攣調を起し死の軸機をとるに至る。之類晃

の獲育時期によりて外界の障害に謝して抵批のにi繊溺ある斯以にして3く流齢四日i縛涯

口田頃軟化病の多搬する所以なり、3く｝〔齢四日国頃τ・時白勺に膿液PH偵の低下するが

如きととなし。而して健撰に於ては熟鑓及び蛾のPH偵6・67・1ス1外を最高とし5齢初

期のtl．3r）内外を最低とす。

　消化液のPH偵は獄児の飢餓の状態に依りて大差あり。飽剣尺態のものの1駐偵を

見るに四齢盛獄は高く眠中は低下し汽齢起難は再びPH慣高くなるも食桑するに從ひ

食桑量の多き時程：PH偵低く上族に近づくに從ひ再びPH慣上る。五齢三1ヨ目乃至五

齢五E1日はIPH偵最も低し之食薬鍵多きためなり。而して五齢四日口のみll尉こ低下す

るが如きことなし。
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　健杢なる獄児を五齢期に於て241i寺聞絶食して油化液のPH債を見るに食桑量の多

き時穫PH慣商く食下桑の溜化に適せるを見る、而して熱難となるに及びて低下す、

之食慾少く｝弩液分泌の滅少を意味するなり。而して絶食せる場合も一一・・時特に低下する

が如きことなし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一

　然れ共濃育中途にて死滅せるが如き獄にては然らすして死滅に臨み騰液のP耳偵は

愈々高くなり溝化液のPH債は低下す3く絶食せしむるも漕化液のPH債上昇すること

なし。

　之等湘化液のPH偵の高低は池化管内食下桑の多少と酒化管機能の溝長とに關係す

るものにして湘化液のPH領の低下は或度に達すれば潰化管内細菌の繁殖を許し，そ

の生薦物の吸牧により生｛撒紐織のautOly鵡を促しその結果として既に常態以上に高

められ居る膿液のPH儂を更に高くし、生活機能の墾調を來たさしめ逮に死の韓機を

取らしむるものなり。之軟化病に於ける現象なり。

　3・病麗膿液のPH債を見るに常に健鷲のものよりも高く6・7以上なり。帥ち騰液

のPII慣は6・7附近を生活の限界黒占とす而して6・7以上は既に攣調にして健康艦なら

す、又溝化液に於ては畿病初期のものは食桑片少く却つて飽食せる健穂よりもPH慣

大なり然れ共病勢進むに從ひ遙に健獄よりも低下す、之油化管機能の褒退ぜるの謁な

り。

　d．磯育中絶食をなし隙害を與へたる鷺の騰液は苛性曹蓮に劃する緩衝力謝照獄に

比し非常に弱し。
　　　　　　　　，ぜ
　5．飢餓により鑓の膿液のPH債は組織の自家融解の進むに從ひ高くなる、漕化液

は内容物の排泄に俘ひ一時PH便高くなるも更に絶食すれば潤化管の蓑弱によりPII

慣低下す、而して五齢にては絶食後30時闇内外迄はPH慣商まるものあり。然れ共

障害を受け弱れる獄にては更に早く低下する時期來る。

　鎧膿紅織は絶食飢餓により分解する場合も老熱によ財遣域分の移薄消費の行はるX

と同檬に過剰のアルカリを禺し腿液を維で排泄器に蓮ばるNと’解さる。

　‘；・鯉の膿液及び泊化液は雌雄によりて水素イオン濃度に差なし。

　7．夏秋獄の五品種に就いて著者の測定せる範圃にては開液及び漕化液の水素イオ

ン濃度に品種的盤三異なし。　　　　　　　　　　　　　．

　・9・獄兜消化液を探集後蜜1胤に放置すれば…yt（第にそのPH慣を低下す而して細菌め

繁職態観る騨1即・37う至9鰯近に鷹その境獅り・鵬樋盤に儲
する細菌はPH慣触以上にては繁殖せす．鰍は探取後直ちに細菌の繁列睦許しそ

のPH煩は細菌繁殖の歌態により左膚さる。
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　附鵬調査　　　　　　　　　　ee

　1．五齢獄磯育調査　　　　燭

大正十五年春期國鐙日一號にて測定す。

雌雄牟数宛合計20頭に就きて行ふ。

獄　　　齢

5齢起　蟹

5齢2日同
3日E：！

4日目

5日目

6日目

7日目

8口目
（熟鑑）

9日目

識　聡　重

17．8169

33，1456

48，9094

63，813遥

75．9334

81．6951

89．7006

89．1133

74．1382

生活組織

14，0494

192900

23．4270

28．e636

33．5S97

35．7706

39．34S4

40．5S80

40．9848

深∫食管内容物

3。03SO

12．1524

21．Z956

28．8108

32，2032

31．45S2

33，2678

28，0“4

7，3335

絹　綜　腺

0．7295

1．7034

3．8848

6，9290

10．1404

13．4663

17，0844

20．4839

25．8209

同上百分率を示せば弐の如し。
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齢 獄　磁　重 生活組織 汁喰管内容物 絹　綜　腺

起　獄 100 78．85 17．05 4．09

2［！日 】00 36．66 5，工4

31」目 100 47．90 44．15 7．94

4日口
100 43．98 45ユ5 10．8G

5日　日 100 44．24
　㌦S241 13．35

6日日
100 43．79 38．51 16．48

70目
1GO 43．87 37．09 19．05

8口目 100 45．55 3147 22．99

9日目 100 55．2S 9．89 34．83

　即ち潴食管内容物は五齢三日目乃至五口目最も多くして艘重の四割以上を占むるを

見る。以後絹縣腺の割合多くなる。

　2．上藤後化蜥迄の重量調査　　　　　　　　’

　前と同檬20頭に就きて行ふ。日一號。

醗　　　齢 全　　震 繭層重 獄燈重 ムk活組織 絹糸腺 備　　　　考

颪 漏

熟　　i撰 74．1382 0 74．1382 40．9848 25．8199 済喰管内容物7．3335

上蕨2日目 5L85S4 3．2538 48．6046 31．1001 17．5045 吐　糸

3日目 44．0440 6．1226 37．9214 31．7800 6．1414 12頭吐糸終’レ

4日目 39．3161 5．92β5 33．3896 3L7296 1．6600 吐糸終了11頭化蝋

　測定の個膿が異る赦ユ噺崔ならざるも大腿の傾両を知る。繭暦重は水分多きため3日

目に最多となる。生活組織は熟獄より髄繭を始むる迄は非常に減少するも麟醐1中は大

差なし之特に注意すべき黙なりとす。

　3．蝸期の分化II尺態に就きては著者は別に報告せるものあり。それによるに化蝸後

約十日間は徐々に艘重を減少するも以後五日聞は愈激に減少せウ。その他の攣態に就

きても暑々同様に認むることを得。’


